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第611回 沖縄大学土曜教養講座



◆ 駐車場のご案内 ◆

◆キャンパスマップ◆

体育館

4号館2号館1号館

本館
3号館

学生
食堂

１階

図書館
正門からまっすぐ上がっ

て右手の建物の自動ドアを
入って目の前の教室（3-
101）です。
開場・受付は９時から行い
ます。

正門
※長田第1・第3駐車場
からは徒歩７分程度。

お車でお越しの方は、下
図の長田第１・第３駐車場
をご利用ください。

沖縄大学
ｱﾈｯｸｽ共創館

冨山一郎（同志社大学）
同志社大学グローバル・スタディーズ研究科教授。著書に、『近代日本と「沖縄人」』（日本経済評論
社、1990年）、『戦場の記憶』（日本経済評論社、1995年）、『暴力の予感』（岩波書店、2002年）、
『流着の思想』（インパクト出版会、2013年）、『始まりの知』(法政大学出版局、2018年)、がある。
最近考えていることは、思索という行為が集団を構成するなら、いかに思索し、いかなる集団を作
り上げていくのかということが、学知においてもっと問われるべきことなのではないか、それが思
想という問題なのではないか、ということです。

基調講演： 「暴力に抗する「他者」の眼差し」

継続する戦争を他人事のように語り、すでに刻印された暴力の痕跡をなかったことのように放置し続けることによ
り存立する世界が今だとしたら、暴力に抗することは、このどうしようもない今の秩序への内省的な問いとともに、
なされなければならない。そしてその問われるべき秩序の根幹には、法や制度だけではなく、言語的な秩序がある。
かかる言語的秩序が暴力を容認し追認しそして否認しつづける日常を構成しているともいえるだろう。だからこそ
内省的な問いとは、語っても語ったことにされない声や、言葉を持たない傷に出会うことでもあるのだ。傷はどのよ
うな関係性において言語化できるのか。それは、いかなる言葉で平和を描くのかという、言葉自体への問いでもあ
るだろう。アジアという場に刻印されつづけてきた暴力の傷痕に向き合うとは、こうした声や傷との出会いを丁寧に
再編集し、暴力を容認し追認し否認してきた今の世界が、そこかしこで別の社会性への予感を抱え込んでいくプロセ
スなのではないだろうか。そのようなプロセスを担う、場や言葉について考えたい。
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